





医師，人類学者の N. G. マンローが最初の人です。この点は先に（アイヌ民






　 1 　映像記録　The KAMUI IOMANDE（英文字幕入り）　53分 1
　 2 　映像記録　The Ainu Bear Ceremony（音声入り）　27分 2
　 3 　講演記録　THE AINU BEAR FESTIVAL 3
　映像については先にも紹介しましたように「国立民俗歴史博物館」4 による
詳細な研究がありますが，マンローが残した 5 巻の生フィルムと映像「The 







































　The KAMUI IOMANDE or DIVIN DISPATCH
　commonly called The AININU BEAR FESTIVAL
　as observed by DR. GORDON MUNRO
　第 1 部　用語の解説
　 1 　アイヌとその起源（The Ainu）
　 2 　アイヌの宗教（Most Ainu still believe）
　 3 　オンカミ（Ongami means worship）
　 4 　イナウ（Inau are wands cut from living trees）
　 5 　シュツゥ・イナウ（Shutu Inau are bodies ancestral spirits）
　 6 　ハシュ・イナウ（Hashu means strub）
　 7 　チェホロカップ（The other Inau netoba）
　 8 　 チ セ・ コ ロ・ イ ナ ウ（Chisei-koro-Inau, a household Inau of some 
spirit influence）
　 9 　チセ・コロ・カムイ（Chisei-koro-Kamui or house holding Kamui）
　10　ツショクニ（Tushok-ni is a pole firmly fixed in the ground）
　11　 シ リ ク ラ・ イ ナ ウ（Shirikura Inau are shaped like Shutu-ancestral 
inau）
　12a イクパスイ（Ikubashui have been called mustache-lifters）
　12b イクパスイ（続）（Ikubashui are made specially for the bear festival）
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　13　 ヘベレアイ（Hebere-ai are specially decorated and practically harmless 
arrows）
　14　ヌサ（Nusa are groups of inau）
　15　ヌサの図式（Diagram of Nusa）8
　16　カムイ（Kamui are spirits innumerable）
　第 2 部　ここからはイオマンテの実際 9
　　第 1 日目　準備
　17　祭儀の準備（Preparing for the Festival）
　18　神々への祭儀の準備（The Preliminary Service to Benevolent Deities）
　19　カムイノミ（At this family shrine the Kamui nomi-divine service）
　20　ドラマの舞台ができる（Stage set for The Drama）
　21　エカシ（Ekashi-elders-set up the proper array of Inau in groups）
　22　モミの木と笹（Notice the evergreen of fir and bamboo grass）
　23　和製容器（Vessels of Japanese lacquer with food and drink）





　26　客たちが来る（Sight-seers gather from near and far）
　27　熊の檻（The bear cage）
　28　エンジュの木のカムイ（Chikube-ni Kamui）
　29　熊は 2 歳（Though two years old）




　32　熊を檻の外に出す（Rearing, but more astonished than ferocious）
　33　神（熊）を待つ（Awaiting the god）
　34　娯楽（The Shinot-“Amusement”）
　35　エンジュの木のカムイ（Chikube-ni Kamui is also in attendance）
　36　花矢を射る（Affer a round or two, specially decorated arrows）
　37　熊を杭にしばる（Then the bear is tied to tushok-ni）
　38　神の死（The Dying God）
　39　祭司の祈り（An ekashi prays for the welfare of the parting spirit）
　40　神は死んだ（The god is dead!）
　41　熊の絞殺は儀式（Ritual imitation of strangling）
　42　樹木のカムイの魂のヌサ（The Ramu Nusa of Shiramba Kamui）
　43　熊の皮をはぎ解体する（Then skinning and dividing the body）
　44　熊のまねごと（Mimicry of the Shinot）
　45　まねごとの背景（Behind this frivolity the student of ancient religions）
　46　熊の血の付いたイナウ（Chupusu Inau-emblem of regeneration）
　47　 宴（The maratto-Feast）（注）このカットはマンローが描いた宴会場
の図面
　48　宴のパノラマ（Panorama of the feast）
　49　東の窓（Near the sacred East window）
　50　向い合せに並ぶ（The double row of men face to face）
　51　神聖な肉の分配（Distributing the “sacred flesh”）
　52　来客たちが肉を受け取る（Ordinary guests receive small pieces）
　53　ご馳走を食べる（Feasting）
　54　長老たちが踊る（Elders do a turn step-dancing）
　55　男たちタプカラを踊る（The usual form of male dancing is called tapkara）
　56　女たちも踊りに参加（Women more lively in “light fantastic）
　57　朝まで歌い，踊る（Dancing, singing）
　58　 アイヌが熊の血を飲むこと（Some good folk condemn the Ainu for 
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drinking the blood of the bear）
　59　血という文字（The Chinese character for blood 血）
　60　血と肉についての民俗学の言及（Ancient history and folk-lore refer）
　61　魂のヌサに感謝（Thanksgiving At The Ram Nusa）
　62　空になった血の杯（Here are placed the empty cups of Blood）





　68　おおいに踊る（On with the dance!）
　69　踊り（Two chiels view the dancing）
　70　リムセを踊る（Dances by women are called rimse）




　73　ケオマンデ（The Keomande Final Departure）
　74　献げ物と祈り（Offerings and prayers）
　75　感謝と献酒（捧酒）（Thanks and libations）
　76　熊の頭を木の上におく（The Head is fixed to a forked pole）
　77　最後の舞台（At this last stage）
　78　旅立つ霊を喜ばせる踊り（Ritual dance to delight the parting spirit）
　79　長老たちの踊り（This tapkara of the elders）
　80　希望の響きを聞く（Does not the spirit within the Ainu breast hear）









　マンローの熊送り（イオマンテ）理解には，2 で紹介した映像 The KAMUI 
IOMANDE or DIVINE DISPATCHE commonly called The AINU BEAR 
FESTIVAL（字幕入り）が最も重要な資料です。しかし，映像 The Ainu 








　 1 　 The KAMUI IOMANDE　（映像 1 ・（ 3 ）なお（ ）の数字は映像を筆
者が 2 で整理したカット番号）
　 2 　The Ainu Bear Ceremony　（映像 2 ）






アイヌ民族と 2 人の英国人（ 5 ）
簡潔ですが，映像と共にコメントが入ります。
　映像は 1 ・ 2 共にアイヌ民族とは誰かから始ります。この点は，講演でも
同じです。むしろ講演の方法論が映像 1 ・ 2 に引き継がれています。アイヌ
民族にとって重要なキーワードの解説に講演では約半分を費やしています。
KAMUI，LAMAT，INAU などがその代表です。この点は，AINU CREED 
AND CULT（マンロー（2002））でも同じです10。たとえば，Kamui（カムイ），
Lamat（ラマッ），Inau（イナウ）ですが，なかなか日本語には置きかえるこ







トとなる貴重な記録で，JAPAN ADVERTISER 1916. 4. 30 Sunday に掲載さ





　映像 1 と映像 2 の制作過程は，内田順子たちの研究が明らかにしたように，


























































　 3 　 「私は熊祭りを聞いただけで寒くなるような気持ちになり，禁じられる
ようになってよかった」































アイヌ民族と 2 人の英国人（ 5 ）
　「古代史や民間伝承は，この儀式について次のように言及しています。多分，
神の肉と血が，少くなったのでパンとブドウ酒が，紀元前，（long before the 
Christian era）これにとって代りました。ある高尚な宗教は，この動機（（注）





















上で「映像 1 」を手がかりに，B. Z. セリグマン自身が，映画の説明をしてい




　今回，「映像 1 」の字幕と B. Z. セリグマンの映画の説明を比較検討し次の
点に気づきました。
　（ 1 ）　確かに B. Z. セリグマンは，「映像 1 」に依拠して説明を書いたこと
は両者の説明文から明らかです。
　　　 B. Z. セリグマンの熊の解体の説明文 Then skinning and dividing the 
body proceed according to strict rules of traditional ritual.（英文版 p. 171）
　　　マンローの字幕（既に紹介済）
　　　 Then skinning and dividing the body proceed according to strict 
rules of traditional ritual（映像 1 ・（43））
　（ 2 ）　B. Z. セリグマンは，マンローの「映像 1 」と言うよりイオマンテそ
のものを充分に紹介していません。それは，次の比較から明らかです。
筆者が分類した「映像 1 」のカット番号に従えば次のようになります。





　　　 The feast includes mittet beer and soon the Elders and guest begin to 
feel its effect.  Then men dance, and after a while the women join in.
　　　N. G. マンローの最後の一文
　　　 Felicitous snow falls veiling the footsteps of the god on the way to 




　マンロー著作（1962）の編者 B. Z. セリグマンは，先に述べたように次のよ
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加説明を加えておきました」（マンロー（2002）小松訳 P. 3 ）
　B. Z. セリグマンの追加説明が不充分で誤解を招くおそれがあることは，
先に指摘した通りです。加えて，マンロー著作の編者の責任として，マ
ンローのイオマンテ理解を深めるためにも「講演」（THE AINU BEAR 
FESTIVAL）を追録として載せる責任があったのではないでしょうか。この
































































































1 ）この映像は，白黒，無声，英語字幕付き，全 5 巻52分35秒がオリジナル版で，
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管理は，National Film and TV Archives, British Film Institute です。筆者が
視聴したのは， 5 巻ものが DVD 化されたものです。1930年撮影。
2 ）この映像は，The Ainu Bear Ceremony で Royal Anthropological Institute
（RAI）によって編集され現在は，教育用として VHS（黒白）版もあり活用され
ています。英語音声入り。27分







5 ）一例として解説の写真　映像 1 ・（82）
6 ）それに続く映像の写真　映像 1 ・（82）
7 ）例をあげれば，解説（第一部）では，アイヌと宗教（映像 1 ・（ 2 ））。 6 カッ
トの説明文があります。あるいは捧酒に使用するイクパスイ（映像 1 ・（12））
では解説とイクパスイの写真が交互に紹介され，計 5 カット。カムイ（映像 1 ・
（16））の11カット。イオマンテ（第 2 部）では，熊の血を飲むことについて（映
像 1 ・（56））は，映像とは別に字幕に 6 カットも費やしています。
8 ）写真や映像とは別に，マンロー自身が手書きで，紹介しているものもあります。
たとえばヌサの図です。MUSU KUTA NUSA of NUSA KORO KAMUI といっ
て 6 枚のヌサの絵（映像 1 ・（15））や宴の座の見取図（映像 1 ・（47））などが
あります。










章カムイ　第三章　イナウについて述べられていますが，映像 1 の第 1 部を詳
しく展開した論文です。第四章　さまざまな〈カムイ〉の像では，シュトゥ・
イナウに触れています。マンローは，シュトゥ・イナウを「翼の付いたイナウ」
として特別視している点も紹介しています（P. 79～84）。これは，映像 1 ・（ 5 ）
に対応します。映像ではさらっと流していますが，シュトゥ・イナウはなかな









年月日　1957年 3 月 3 日～ 5 日，平取町二風谷。103分の作品を国立民族学博
物館が 8 分割し，再編集。全体のテーマは，アイヌの熊送り。 1 　祭場と祭具
づくり　 2 　イナウづくり　 3 　酒・団子，こげ菓子づくり　 4 　弓矢づくり　






　　 1 と 2 は，男たちの共同作業。 3 は，主として女たちの共同作業。酒も団子
も熊や熊の神に捧げられるために作る。花ゴザの作業過程も紹介される。 4 　
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読みとれます。 1 から 4 までが準備です。 5 から 8 は，熊送り 3 日間が凝縮さ
れています。この映像で重要なことは，萱野さんが，アイヌ語でカムイノミを










































アイヌ民族と 2 人の英国人（ 5 ）
